
 解  説  

1 枚 500 円の紙 

～地形図の読み方その 1～ 

新 目 竜 一* 
 
１． 1枚500円の宝の紙？ 

 

 500 円で何が買えるかといえばタバコが２箱か食堂 

の定食が食べられるぐらいしか頭に浮かばない。しか 

し、その 500 円で我々土木技術者にとって極めて有用 

な情報を提供してくれるもののひとつに地形図がある。 

 

ただし、この１枚500円の紙切れを宝の地図にするた 

めには、地形図の読図が必要不可欠である。慣れた人 

なら地形図を読むだけで、立体画像が頭に浮かび、地 

形、土地利用、植生はもとより建設工事に関連して問 

題点となるであろう地質、軟弱地盤、地下水の状態、 

想定される自然災害などについて瞬時のうちに定性的 

ながら洞察できる。 

このように、地形図に描かれている等高線をはじめ 

とする各種記号からの直接的な理解ばかりでなく、直 

接的には描かれていない事柄を推論し、地形図の行間 

を読み取る思考作業を読図とよぶ。 

読図の効能や読図を行う上での若干の基礎知識につ 

いて解説を行う。 

 

 

 

 

 

２．読図の効能とは？ 
 

我々土木技術者が何らかの工事計画や調査計画を立案 
しようとするとき、最初にすべきことは当該地区周辺 
の土地条件の概要を把握することである。ここで当該 
地区周辺というのは工事や調査の内容に応じてその範 
囲が広範囲に及ぶのは当然である。例えばダム計画で 
あればダム流域のみならず河口・海域までを含めた流 
域全体になるだろう。 
地形図を読図することで工事や調査に影響するであ 
ろう地形、地盤、地下水、想定される災害の種類・規 
模などについて定性的ながらでも把握することができ 
れば問題箇所及び問題点の抽出が可能となる。 
実際、建設工事で問題となるであろう地形や地盤、 
地下水の条件は定性的ながら読図だけである程度読み 
とることが可能である。 
問題箇所及び問題点が抽出できれば、次に何を調査 
すべきか、入手すべき既存資料は何か、現地踏査の範 
囲及びルートをどう設定すべきか、先行調査（ボーリ 
ング、物理探査など）の種類・位置をどうするかなど 
過不足のない調査計画が必然的に立案できる。 
調査結果や既存資料を平面図や断面図の形で整理す 
る上でも、正確な読図作業が重要である。 
また得られた調査結果を正しく位置づけ、解釈する 
ためには、調査地点周辺の広範囲について土地条件の 
大要を把握することが不可欠である。 
大規模な宅地開発や農工地開発などの地形改変など 
が行われた場合には、現在の地形図の読図だけでは十 
分な成果を得られないこともある。 
そのような場合には、古い地形図と比較しながら読 
図をすることで、より理解が深まることであろう。 
 
３．地形と地形の形成要因の関係 
 
地形構成物質である、土や岩は生物ではないから、外 
力が加わらない限り、静止しつづけ、移動も変形もし 
ない。したがって当たり前であるが移動・変形が発生 
するためには何らかの外力を必要とする。また同じ強 
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度の外力が作用しても物質によってその挙動は異なる 

し、その作用時間や発生場所の地形条件によっても異 

なってくる。 

したがって地形形成要因としては次の４つが重要で 

ある。 

 （１）外力（地形営力）：風、河流、波、氷河、地す 

べり、地殻変動、噴火、そして重力などのように、地 

形変化すなわち地形の移動・変位をもたらす自然現象 

である。 

 （２）地形物質：物体の移動・変形はそれに加わる力 

の性質（ベクトル、頻度など）ばかりでなく、物体の 

性質にも制約される。したがって地形営力が加わった 

ときの地形物質の挙動（岩石物性）が問題となる。 

 （３）時間：地形営力と地形物質の性質の組み合わせ 

が一定であれば、地形変化量は地形営力の継続時間に 

比例する。ところが地形営力の性質も地形物質の性質 

も時間とともに変化する。したがって時間は地形過程 

の重要な変数となる。 

（４）地形場：地形変化は、その場所及びその周囲の 

既存地形の形態的特徴、つまり地形的な初期条件によっ 

て、その場所で発生する地形営力の種類や地形変化の 

最終量などが制約される。 

地形過程の分類を表－１に示す。1) 

 

 

 

 
 

 

 

開発土木研究所月報 №555 1999 年 8 月                                    20 



４ 河流が地形営力となって形成される地形をどう読 

むか？ 

 

小学校の社会科で習った通り地形営力としての河流 
の働きは、浸食・運搬・堆積作用であり、ヘロドトス 
の「エジプトはナイルの賜物」という言葉に集約され 
ているとおりである。 
地形図上に描かれている地形は基本的には河流の浸 
食・運搬・堆積作用の痕跡であり、したがって、浸食・ 
運搬・堆積作用の基本的性質を理解し、それによって 
形成される地形の特徴やその特徴を生かした土地地用 
形態などを把握できれば、逆に地形図の行間を読み取 
ることで、地形の大要を定性的ながら知ることができ 
る。 
陸上の地形を大別すると山地と低地に分けられ、山 
地域（山地、丘陵、段丘）においては起伏を小さくし 
ようとする浸食力及び運搬力が支配しており、低地に 
おいては堆積力が支配的である。低地は地理的位置、 
営力、形成過程などの違いによって上流から扇状地、 
氾濫原、三角州に分けられる。 
河道特性を考える上で重要な因子のひとつである河 
床材料について考えてみると、その粒径は上流域から 
供給される土砂と出水時の掃流力を反映しておりその 
平均粒径は一般に上流から下流へと向かうにつれて小 
さくなる。またその円形度も一般に上流から下流へ行 
くにしたがって丸くなる。 
したがって、地形図読図的にいえば、表－２のよ 

うに河道形態・堤外地の地形や土地利用形態などから 

円礫、角礫、砂、シルトといった大まかな推定が可能 

となる。 
また河道特性を表す重要な因子として他に河床勾配 
Ｉと水深（径深Ｒ）があるが、河流の浸食・運搬・堆 
積作用を支配する重要な要素である流速と掃流力はＲ 
とＩを用いてそれぞれ次式で表される。 

 

 ここでＶ：流速、ｎ：粗度係数、Ｒ：径深、Ｉ：河 

床勾配、τ：掃流力、ρ：水の密度、ｇ：重力加速度 

である。 

上式を用いて堆積扇状地の形成過程を考察してみる 

こととする。河川が山地の谷底低地から急に広い平地 

に出る場合を考えると、上流の谷底低地は両岸を谷壁 

におさえられており、出水時に広がる川幅には限度が 

ある。このため、水深（径深Ｒ）が増加し、掃流力が 

増え、河川の浸食・運搬作用が大きくなり、流送物質 

の粒径と量が大きくなる。しかしそこから急に広い平 

地に出ると流水は容易に広がるので水深（径深Ｒ）が 

急減し、掃流力が減少し、上流から下流に向かって粗 

粒物質から細粒物質の順に堆積していくこととなる。 

また河道を溢れた流水が礫質の自然堤防を、その背後 

には小礫や砂、粗粒シルトからなる後背低地を形成す 

る。次の出水時に自然堤防が切れると河道は転流し、 

新たな流路を形成する。長い年月をかけて洪水のたび 

に谷口を中心として時計の振り子のように左右に転流 

を繰り返しながら、堆積扇状地が形成される。 

 したがって堆積扇状地の地盤は、山地域が浸食され 

て供給された粒径数 cm～数十 cm の礫から構成され、 

基礎地盤としては良好であり、またその扇端部は地下 

水が豊富なため集落が発達していることが多い。 

 災害特性の面では礫の堆積や転流を起こしやすいと 

いう本来の性質のため、河床変動が著しく、橋脚の洗 

掘、河岸浸食、さらには破堤・越流が起こりやすいの 

で河川敷の管理は極めて重要である。 

 図－２、３は豊平川の形成する扇状地上に発達した 

札幌市の大正５年及び昭和 50 年当時の地図であるが、 

図－２では人工堤防もなく、網状流路の河道が扇状地 

河川の特徴をよく表している。
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 また札幌市の発達が扇状地の扇端部側から始まって 

いることや現在の中の島周辺には河道に大きな中島が 

形成されており、「中の島」や「中島公園」の地名の 

由来を伺い知ることもできる。豊平川では現在の永久 

橋に架け変わるまで開拓以来何十回と橋梁流出が発生 

しているが（地形図からはわからないが）、まさに扇 

状地河川の宿命だったと言える。 

図－３は昭和 50 年当時のもので人工堤防が築造され 

河道も安定化し、後背地には札幌の市街地が発展して 

いる様子が見えるが、図－２に見られるように、また 

過去の何十回という橋梁流出が示すように豊平川の本 

質は暴れ川であるということを肝に銘じる必要がある。 

 現在の地形図だけでなく、時には古い地形図とあわ 

せて当該地区の成り立ちや生い立ちを見ることは多い 

に有効である。 

次に氾濫原について考察してみよう。氾濫原は自由 

蛇行流路を持つ砂床河川の運搬した砂・シルト・粘土 

の氾濫・堆積の繰り返しによって生じた地域で自然堤 

防地帯とも呼ばれる。その構成は自然堤防（砂質）、 

浅い皿状凹地である後背低地（砂泥質）、帯状の凹地 

である旧河道などから構成される。 

氾濫原においてもその供給土砂の性質に支配され、 

砂質運搬物質の多い河川では自然堤防の規模も大きく 

なる。後背低地は降った雨や河道から溢れた水が自然 

堤防の囲みの中で停滞し、表層には停滞水に含まれる 

細粒分が堆積し、泥炭に発達することもある。高燥で 

洪水時の冠水をまぬがれやすく、また砂質地盤で水は 

けのよい自然堤防地帯には集落が発達し、果樹園・畑 

地・林地などとして利用される。一方、後背低地や旧 

河道は冠水しやすく、排水不良で軟弱地盤であり、水 

田に利用されていることが多い。 

図－４及び５は典型的な蛇行流路を持つ石狩川中流 

域の過去及び現在の様子を示したものである。 

図－４の石狩川は人工堤防が構築されてなく、自然 

河川の状態が見られる。水深は 3.5ｍ（水深記号）と 

深い。水衝部には蛇行崖が見られ、袋地沼などの三日 

月湖も見られる。石狩川と空知川の合流点では蛇行切 

断が起ころうとしている。空知川は石狩川合流前に分 

岐している。両岸の自然堤防は畑として、後背低地は 

水田利用がなされていることがわかる。 

図－５では両岸に人工堤防が築造され（堤防高 5.8 

ｍ）、捷水路を伴う河道改修が行われ、かつての蛇行 

湾曲部は三日月湖となり、流路長は短縮され屈曲度も 

半滅している。またあちらこちらに蛇行痕跡を示す蛇 

行崖（新十津川神社付近等）が見られる。 

三角州（デルタ）は河流の堆積作用と海の流れの影 

響を受けながら、河口付近の海抜０ｍ地帯に細粒土を 

構成材料として形成される低平地である。その平面形 

は、河川の供給土砂量と波浪や沿岸流の強さに応じて、 

直線状、円弧状、鳥趾状などに分かれる。 

扇状地や氾濫原との顕著な相違点は、分岐流路とき 

には網状分岐流路を形成し、各派川は蛇行しながら別々 

の河口を持っていることである。感潮河川であること 

もその特徴のひとつである。 

図－６は十勝川河口部の直線状三角州を示したもの 

である。十勝川と浦幌十勝川が分岐流路をなし、分岐 
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流路間には低湿地帯が広がっている。また十勝川、浦 

幌十勝川の河口が東に河口偏倚していることから沿岸 

漂砂が北東に卓越していることや浜堤の高度 5.3～6ｍ 

から波浪が強いことなどが読みとれる。 

河流を地形営力とする地形を形成過程の複合性や形 

成時間、規模により分類した結果を表－３に示す。2)
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